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小
児
マ
ヒ
の
生
ワ
ク
投
与

こ
ん
ど
は
小
学
六
年
生
ま
で

　
　
　
　
　
三
月
中
に
無
料
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
わ
た
く
し
た
ち
に
と
っ
て
、
と
き

U
春
近
し
ー
に
苛
酷
で
あ
る
が
・
そ
れ
麓
服
し

　
冬
来
た
り
な
ぱ
春
遠
か
ら
じ
…
…
利
用
す
る
チ
エ
と
力
を
持
っ
て
い
る

と
は
、
雪
の
な
い
国
の
こ
と
。
十
二
　
は
す
だ
。
雪
が
降
る
の
は
大
自
然
の

月
か
ら
四
月
ま
で
、
雪
に
埋
れ
た
生
な
せ
る
わ
ざ
で
」
い
か
ん
と
も
し
が

活
の
な
ん
と
な
が
い
こ
と
か
。
春
を
た
い
こ
と
な
が
ら
、
だ
か
ら
と
い
っ

待
つ
人
六
の
気
持
は
、
雪
国
に
生
ま
て
百
年
前
の
雪
の
中
の
生
活
と
同
じ

れ
育
っ
た
人
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
　
で
あ
っ
て
は
能
が
な
い
。
た
と
え
ば

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
の
交
通
し
か
り
で
あ
る
。
と
も
あ

　
雪
国
の
人
汝
は
、
生
活
の
チ
エ
を
れ
、
季
節
は
あ
ら
そ
え
な
い
も
の
、

知
っ
て
い
る
。
湧
水
が
丈
余
の
雪
を
か
な
り
大
雪
だ
と
し
ん
ぱ
い
は
し
て

積
ら
せ
な
い
こ
と
を
…
…
。
そ
の
自
み
た
が
、
三
月
の
彼
岸
が
く
れ
ば
も

然
の
溶
雪
力
？
を
利
用
し
て
雪
の
甲
、
う
す
ぐ
春
で
あ
る
。

に
野
菜
を
育
て
る
の
で
あ
る
。
自
然
　
【
写
真
は
桂
の
大
崎
菜
摘
み
風
景
一

昨
年
夏
、
経
ロ
ボ
リ
オ
生
ワ
ク
チ

ン
「
小
児
マ
ヒ
》
の
投
与
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
中
里
村
で
は
九
二
・
六

八
％
と
い
う
成
績
で
、
十
日
町
保
健

所
管
内
で
は
第
一
位
で
し
た
。
こ
ん

ど
は
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
て
、
生
後

三
ヵ
月
か
ら
小
学
校
六
年
生
ま
で
の

子
供
に
1
型
生
ワ
ク
チ
ン
を
一
斉
投

与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◇
ボ
リ
オ
・
ビ
ー
ル
ス
に
は
1
型
、

2
型
、
3
型
の
三
種
類
が
あ
り
、
昨

年
は
異
状
流
行
阻
止
の
緊
急
措
置
と

し
て
、
こ
の
三
種
類
の
型
を
混
合
し

た
、
い
わ
ゆ
る
三
型
混
合
ワ
ク
チ
ン

を
投
与
し
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
で
三

型
の
免
疲
が
全
部
得
ら
れ
る
か
と
い

う
と
そ
う
で
は
な
く
、
個
人
々
麦
に

よ
り
異
っ
た
型
の
免
疫
が
で
き
た
わ

け
で
す
が
、
だ
れ
が
ど
の
型
の
免
疫

が
で
き
た
か
を
調
べ
る
こ
と
は
困
難

で
す
。

◇
そ
こ
で
さ
ら
に
完
全
な
免
疫
を
も

嚢
難
ガ
柚
器
墾

ん
、
し
た
が
っ
て
今
年
は
三
月
に
1

型
を
、
吾
に
他
の
混
合
型
を
す
る
一

こ
と
に
な
り
ま
す
。
け
っ
き
ょ
く
各

人
が
三
回
の
投
与
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
な
お
、
昨
年

の
夏
、
投
与
を
受
け
な
か
っ
た
も
の

及
び
、
三
十
六
年
十
二
月
一
日
以
後

に
出
生
し
た
も
の
は
、
半
年
か
ら
一

年
以
内
に
改
め
て
お
こ
な
う
の
で
今

回
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

◇
な
ぜ
、
三
月
の
よ
う
な
雪
の
多
い

時
期
に
お
こ
な
う
の
か
と
い
い
ま
す

と
、
ボ
リ
ォ
患
者
の
発
生
は
六
月
か

ら
多
く
な
る
た
め
、
第
一
回
を
三
月

第
二
回
を
五
月
と
し
て
発
生
期
ま
で

に
予
防
体
勢
を
と
と
の
え
る
た
め
、

繋
難
蕪
籔

一会場
へ
行
く
の
に
困
難
か
と
お
も
わ

台
ワ
甲
、
5
，
へ

チ
ラ
シ
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
経
ロ
ボ
リ
ォ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
実

施
日
程
は
次
の
と
お
り
。

▽
3
月
2
2
日
“
午
前
9
～
1
2
時
（
田

沢
小
学
校
）
田
沢
小
児
童
▽
同
日
“

午
後
1
～
3
時
（
同
校
）
田
沢
地
区

〔
東
田
沢
、
豊
里
を
除
く
〕
▽
3
月

23
日
“
午
前
1
0
～
1
2
時
（
倉
俣
小
学

校
）
倉
俣
小
児
童
、
倉
俣
本
村
以
北

▽
同
日
π
午
後
1
時
半
～
3
時
（
重

地
公
民
舘
）
重
地
以
南
及
び
雪
派
校

児
童
▽
3
月
2
6
日
H
午
前
1
0
～
1
2
時

（
貝
野
小
学
校
）
貝
野
小
児
童
▽
同

日
“
午
後
1
～
3
時
（
同
校
）
貝
野

地
区
▽
3
月
2
7
日
“
午
前
1
0
～
1
2
時

（
高
道
山
小
学
校
）
高
道
山
小
児
童
、

高
道
山
地
区
▽
同
日
午
後
3
～
噂
時

（
清
津
峡
小
学
校
）
清
津
峡
小
児
童
、

清
津
峡
地
区
3
月
2
8
日
π
午
前
n
～

羅
麟
）
土
倉
分
校
児
童
、

藤
馳
離
鑓
％

一
田
沢
・
毒
三
昊
墨

一
時
～
二
撃
に
珠
田
分
校
で
実
施
．

れ
ま
す
が
、
可
愛
い
子
ど
も
を
小
児

マ
ヒ
の
恐
し
い
病
魔
か
ら
守
る
た
め

に
、
全
員
も
れ
な
く
投
与
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
対
象
者

　
生
後
三
ヵ
月
（
昭
和
三
十
六
年
十

一
月
三
十
日
以
前
に
出
生
し
た
者
）

か
ら
、
十
三
才
（
小
学
校
六
年
生
）

ま
で
。
但
し
昨
年
の
夏
、
生
ワ
ク
投

与
を
受
け
て
さ
ら
に
小
児
マ
ヒ
予
防

接
種
を
三
回
終
了
し
た
者
は
、
完
全

免
疫
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
　
（
村
内
に
は

約
二
百
名
い
ま
す
）

②
投
与
の
受
け
方

　
皆
さ
ん
の
手
も
と
に
区
長
を
通
じ

て
「
申
込
書
」
ど
「
日
程
表
」
を
配

布
し
ま
す
。
申
込
書
に
は
必
す
部
落

名
、
世
帯
主
、
子
供
の
名
ま
え
、
生

年
月
日
等
を
記
入
の
上
、
投
与
会
場

に
御
持
参
下
さ
い
。
な
お
、
お
っ
て

国
民
健
康
俣
険

↓
ハ
割
給
付
実
施

　
村
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
昨
年

四
月
国
民
皆
保
険
を
機
に
、
従
来
、

給
付
の
制
限
を
し
て
い
た
入
院
の
際

の
賄
費
、
寝
具
設
備
、
歯
科
補
て
つ

を
解
除
し
、
育
児
手
当
金
の
新
設
及

び
助
産
葬
祭
費
の
給
付
増
額
を
し
た

が
、
昨
年
七
月
、
大
巾
の
医
療
費
の

値
上
げ
、
更
に
ま
た
十
二
月
の
緊
急

是
正
と
称
し
て
引
き
上
げ
が
お
こ
な

わ
れ
た
の
で
村
長
は
、
被
保
険
者
は

五
割
の
給
付
率
で
は
魅
力
が
少
な
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
一
部
負
担

金
の
支
払
い
能
力
も
危
ぶ
ま
れ
る
事

態
が
出
な
い
か
、
住
民
の
八
十
％
を

占
め
る
国
保
被
保
険
者
の
健
康
と
福

祉
を
増
進
す
る
道
は
、
国
保
の
充
実

発
展
に
挨
つ
こ
と
が
大
で
あ
る
と
い

う
考
え
か
ら
こ
の
こ
と
を
国
保
運
営

協
議
会
に
は
か
り
、
議
会
の
伺
意
を

得
た
の
で
、
来
る
四
月
一
日
か
ら
給

付
率
を
従
来
の
五
割
か
ら
六
割
に
、

助
産
葬
祭
費
給
付
額
を
一
、
○
○
○

円
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
二
、
○
○
○

円
に
増
額
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
現
在
、
県
内
に
一
一
七
の
国
保
が

あ
る
が
、
給
付
率
の
引
き
上
げ
を
実

施
し
て
い
る
も
の
、
又
三
十
七
年
度

に
見
込
み
の
も
の
を
合
わ
せ
二
十
五

（
六
割
二
十
二
、
七
割
三
）
で
あ
り

中
里
村
の
国
保
は
そ
の
内
容
に
於
い

て
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
る

と
い
え
る
が
、
今
後
の
保
険
財
政
健

全
化
の
た
め
に
保
険
者
自
身
の
努
力

は
当
然
な
が
ら
被
保
険
者
の
保
険
税

等
で
の
健
全
体
制
が
打
ち
立
て
ら
れ

ね
ぱ
で
き
な
い
こ
と
で
、
特
に
被
保

険
者
各
位
の
従
来
に
も
増
し
て
、
一

層
の
理
解
と
協
力
が
望
ま
れ
．
て
い

る
。

　
三
十
七
年
度
の
予
算
書
の
中
で
、

こ
れ
に
関
連
す
る
数
字
を
み
る
と
、

被
保
険
者
数
七
、
三
三
六
八
、
受
診

率
一
九
三
・
五
％
、
一
件
当
り
費
用

額
平
均
一
、
二
〇
二
円
、
総
医
療
費

一
、
七
六
六
万
円
と
推
計
さ
れ
、
五

割
（
現
行
）
の
給
付
率
で
の
場
合
の

保
険
給
付
に
要
す
る
金
額
で
は
、
八

七
七
万
円
、
六
割
給
付
を
す
る
と
き

に
は
一
、
〇
五
五
万
円
が
必
要
と
な

り
、
引
き
上
げ
に
要
す
る
金
額
は
一

七
八
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他

助
産
葬
祭
の
給
付
額
を
増
す
と
き
に

は
合
計
約
二
〇
〇
万
円
が
必
要
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
σ
し
た
が
っ
て
来

年
度
は
相
当
な
才
入
不
足
が
考
え
ら

れ
、
こ
の
分
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
、
保
険
税
の
増
徴
等
に
よ
っ
て
の

調
整
が
当
然
う
か
が
え
る
。

　
　
後
　
記

　
三
月
十
二
日
か
ら
五
日
間
の
会
期

で
お
こ
な
わ
れ
た
村
議
会
の
予
算
審

議
を
ま
っ
て
い
た
た
め
、
ま
た
ま
た

発
行
が
た
い
へ
ん
お
く
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昭
和
三
十
七
年
度
の
中
里
村
予
算

は
、
一
般
会
計
泥
け
で
も
八
千
八
百

四
十
三
万
一
千
円
と
い
う
大
型
予
算

に
な
っ
て
い
ま
す
。
民
主
六
義
は
み
㌧

ん
な
が
納
得
し
、
お
互
い
に
責
任
を
、

も
つ
こ
と
か
ら
出
発
し
た
い
も
の
へ

　
広
報
活
動
は
民
主
政
治
推
進
に
大

ぎ
な
役
割
を
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど

し
ど
し
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
戸
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蒸
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罰
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正
．

　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　

　
　
舘
4
9
3

所
民
6
6
3

　
　
公
生
生
免

行
村

発
里
男
女
計

　
　
中

　
　
　
　
　
現
在
人

1口世帯数1．667
5

負
担
は
現
行
法
令
の
見
積
り
の
も
と

繋畿

藷
難
騰
雛
繋
講
藁
籟
護
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

昭
和
三
十
七
年
度

幽
予
算
成
立
す

網
般
会
計
“
八
八
、
四
三
一
特
別
会
計

　
O
O
O
円
　
　
　
　
　
　
　
国
保
事
業
会
計
“
一
五
、

　
　
六
一
五
、
三
〇
〇
円

国
保
診
療
所
会
計
“
三
、

　
　
四
二
六
、
二
〇
〇
円

　
簡
易
水
道
会
計
“
五
、
五

　
　
七
二
、
五
〇
〇
円

　
育
英
鶉
業
会
計
匹
七
六
五

　
　
〇
〇
〇
円

　
昭
和
三
十
七
年
度
予
算
は
、
去
る

三
月
十
二
日
よ
り
五
日
間
の
会
期
を

以
っ
て
、
村
議
会
に
お
い
て
慎
重
に

審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
議
決
さ
れ

た
。
予
算
説
明
の
あ
ら
ま
し
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
全
般
的
に
は
現
行
制
度
を
維
持
し

な
が
ら
、
増
嵩
す
る
諸
義
務
費
を
極

力
抑
制
し
、
投
資
的
経
費
の
拡
大
を

は
か
り
、
住
民
の
生
活
、
経
済
、
文

化
等
、
各
方
面
に
わ
た
る
行
政
基
盤

の
整
備
に
重
点
を
お
い
た
こ
と
。

　
才
入
の
面
で
は
、
一
般
住
民
の
税

　　　昭和37年度中里村一般会計歳入歳出予算総括表

歳入の部

初
補
捉
で
き
る
か
ぎ
り
の
計
数
に
よ

っ
た
も
の
で
、
追
加
更
生
の
弾
力
性

に
は
乏
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
才

出
の
面
で
は
、
全
般
的
に
人
事
院
勧

告
に
よ
る
公
務
員
給
与
の
増
額
等
に

．
よ
っ
て
人
件
費
が
か
な
り
増
嵩
し
た

款 税酪繍 謝 減
村
地
　 方　交　　付　　税
公営企業及び財産収入
　担金及び負担金　用料及び手数劉
国　　庫　　出　支　金
県　　支　　　出　　金
寄　　　　附　　　　金
繰　　　　入　　　　金
繰　　　　越　　　　金
雑　　　　収　　　　入
村　　　　　　　　　債

25・420・0001288、
　271，500i　O．3
1，147，0001　1．3
　699，5001　0，8：
召1玉81；188h8：今

　　1，0001　0．0，
　　1・0001
1・000・0001

講illl

　0．Oi
　l．01

，輔

灘羅繍、188
　　123，000　　　0。2　　　　148，500
　　850，00α　　　1．2　　　　297・000

1、1　1　l　l　4111：lll

　　102，20α　0．l
　l，000，0001　1．4
　　510，00α　0．7　490・000
　10，805・000口53
　3，500ゆOq　4．98・40α000

1，153，900

　101，200
　999，000

4・251，300

1入　合　計
7α776　顧io！τ7る55沁σ0

減

一榊

抑
制
を
強
い
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
て

｝い
る
こ
と
。

　
才
出
に
お
け
る
主
な
る
投
資
的
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

｝
業
は
次
に
掲
げ
る
事
項
で
あ
る
が

一
特
に
田
沢
中
学
校
屋
体
建
築
に
お
い

て
は
、
へ
き
地
分
校
統
合
に
加
え
て

　　　比

　　増
　　414，900
4，301，700
　　　11，900
　　329，300
7，926，200

前年度予算額1款比

1
　
　
　
　
2

本年度予算鶴款比

歳出の部

　　款
つ
2
1
5
9
（
∠

1
，
祝

教　　　　育　　　　費
社会及び労働施設費
保　　健　　衛　生　費
産　　業　　経　済　費
財　　　　産　　　　費
統　計　調　　査　　費
選　　　　挙　　　　費
縢　　債　　費
1諸　　支　　　出　　金
1予　　　　備　　　　費

駕llill§311　胃§lil§§

難鵜灘
　27，う　ノ，りZO・∠UU

　3，9
　1，1　269，200
　26，94，960，700
　1，5　267。200
　0，1
　0，3　　46，900
　3，51，059，500
　3，6
　1，4
一

　｝　　　　　｝

1，359，600

　30，300

　142，600
　400，000
　　　　一粛llン888旨石象1』ど鼎880

100，117，655．01…才　出　合　計 1

（円）

昭和37年度中里村国民健康保険特別会計歳入歳出予算総括表

（事業勘定）

　
鷺
脳
郷

幽
　
　
ー
－
」

0
0
0
0
0
0
0
0
罷
一
〇

欝
窺
～
懸

　
1
1
1
1
　
　
　
1

獅 ％
窺
糟
碍

一
7

ー
　
α

　
一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

　
3
4
9
1
0
0
2
4

一f57訂5■’『一rOO．i一13・1

磯
纒

才
款
猴
舞
響

　
1
2
3
4
5
6
7
8

出合計

劉
O
x
U
O
O
O
O
O
O
一

　
　
　
ま
　
　
　
い
り
　
　

　
　
　
　
ユ
　
　
ユ
　
　
　
　

予
蕊
6
孟
訟
錫
、
協

羅
3
弱
稼
知

聾
5
　
　
　
－

％
　
購
。
諏
。
一
㎜

本年度予算額1
　5，790，0001
　　201，000
　　131，500
　　　7，000
　7，287，4no
　　　　lOO
　　900，100
　1，297，900
　　　　300
　15，615，L3ΩΩ

　
税
金
入
料
金
金
金
金
込

梅
収
欝
出
入
越
収
　

讐
産
饗
支
ズ

才
關
鞠
鞭

．
唖
び
響
σ
塵

　
　
　
　
　
　
り

一
’
o
冷
氾
ゆ
冷

㎝
3
8
1
0
7

2
3
1
2
6

酉雌　
1
α
動

％
罐
桶
菊

」
鴎
ー
ー
！

oo
oo
oo
oo
oo

　
’
0
ゆ
’
3
’
9
ゆ

、
7

3
1
0
5
6
86
0
0

痢
　
　
－

聾
3

厩6伽皿

一
奮
金
費

・
設
食
債
出
備

の
施
給
公
支
予

霧
鋳～

出

（施設勘定）

講晃灘甜
24．481　749・000
0．061　　3，000

20．431　600，000

舗．翻§

　
　
　
　
　
　
　
　
　

準
8
7
－

　
　
　
　
　
　
　
一

潮
翻
㎜
㎜
螺

　
　
　
　
　
　
　
6

入
金
料
金
金
入

蕪
叢

　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
音
料

　
診
一
用

　
　
　
使
繰
繰
雑

才
款
ク
〃
〃
ク
〃

　
一
1
2
ヘ
フ
4
5
6
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（
一
頁
の
つ
づ
き
）

り
、
今
回
こ
れ
が
財
源
の
確
保
を
策

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
如
何
と
も
む

が
た
く
、
当
初
見
込
め
る
限
り
の
予

算
化
を
な
し
た
も
の
で
あ
り
、
単
年

度
施
行
を
目
標
に
財
源
に
工
夫
を
こ

ら
し
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
。

主
な
る
投
資
的
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
蛍
位
千
円
）

▽
消
防
費

施
馨
　
　
　
一
、
≡
○

第70号　　　　　　　　な　　　　カ》　　　　さ　　　　　と

昭和37年度、中里村簡易水道特別会計、才入、才出予算総括表

歳　入　の　部 本年度
予算額’

前　　度

予算額
歳出の部 本年度

予算額
目年
予算額

1款国庫支出金 1，020，000 1款役場費 95，600 275．30

2〃県　麦　出　金 81，000 2〃営繕費 97，700

3〃分担金及び負担金 1，529，500 3〃公債費 348，700 272．00

4ク使用料及び手数料 462，600 459，300 4〃建設費 5，030，500

5源　繰　越　金 ，77，000 87，000

6〃雑　　収　　人 2，400 1，000

7伊村　　　　債
歳　入　合計

2，4CO，000

5，572，500 547，300 歳出合計 5，572，500 1547，

▽
土
木
費
　
　
　
　
　
四
、
九
六
八

林
道
改
良
事
業
　
　
　
　
九
五
〇

国
県
道
改
良
修
善
負
担
等

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
、
〇
四
一

土
木
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
九
七
七

▽
教
育
費

田
沢
中
学
校
屋
体
建
築
費

　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
、
○
○
○

▽
産
経
費
　
　
　
　
一
六
、
一
六
六

　
地
籍
調
査
費
　
　
　
三
、
三
〇
一

，u層魯，

昭和37年度、中里村育英事業特別会計・歳入・歳出予算総括表

歳　入　の　部 本年度
予算額

前年度
予算額

歳出の部 本年度
予算額

削年度
予算額

1款公企業及び財産収入
ル繰　　　入　　金

3〃償　　　還　　金
〃練　　　越　　金

5〃雑’　　収　　入
　歳　入　合　計

11，000

675，500
55，800

7，000
15，700

765，000

482，400
166，500

　5006，000

655，400

1款委員会費

2〃貸付金
3夕積立金

歳出合計

21，400

468，000
275，600

765，000

14，900

468．00

172．50

655．4

農
業
振
興
費
　
　
　
　
　
八
七
八

耕
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
二
、
六
三
二

畜
産
振
興
費
　
　
　
　
　
四
五
三

養
蚕
振
興
費
　
　
　
　
　
二
二
六

林
業
振
興
費
　
　
　
　
　
四
五
九
・

林
道
事
業
費

商
工
振
興
費

観
光
振
興
費

開
拓
振
興
費

　
　
計

款
別
予
算
の
状
況

七
、

三
七
、

五
〇
五

三
九
〇

一
〇
三

二
一
九

一
一
六
四

1
し
“
孝
り
蕊
い
舞
％
罵
“
ノ
》
、
毒
憲
甲
。
翻
ー
ー

農
業
近
代
化
資
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
借

　
農
業
基
本
法
が
か
か
げ
た
目
標
達

成
の
た
め
、
農
業
近
代
化
資
金
助
成

法
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
す
で
に
御
承

知
の
こ
と
と
お
も
い
ま
す
が
、
こ
＼

に
そ
の
概
要
を
而
知
ら
せ
し
、
計
画

推
進
の
糧
と
し
ま
す
。

▽
目
　
　
的

　
農
業
者
等
に
長
期
に
低
利
の
施
設

資
金
の
融
通
を
円
滑
に
す
る
た
み
、

利
子
補
給
等
の
助
成
を
し
、
資
本
装

備
の
高
度
化
を
図
り
、
農
業
経
営
の

近
代
化
に
資
す
る
。

▽
利
子
補
給
を
受
け
ら
れ
る
者
及
び

融
資
額

1
、
農
業
（
畜
産
業
及
び
養
蚕
業
を

含
む
）
を
営
む
者
証
百
万
円
以
内
。

（
特
認
二
百
万
円
以
内
）

2
、
農
業
を
営
む
合
名
会
社
、
合
資

会
社
、
有
限
会
社
で
農
林
大
臣
の
定

め
る
も
の
一
千
万
円
以
内
。

3
、
農
業
協
同
組
合
及
ぴ
同
連
合
会

π
五
千
万
円
以
内
。

4
、
た
は
こ
耕
作
組
合
∬
五
千
万
円

以
内
。

f
、
農
産
物
の
加
工
、
貯
蔵
、
生
産

り
る
に
は

資
材
の
製
造
を
営
む
株
式
会
社
で
、

農
業
者
等
が
株
式
の
過
半
数
の
持
主

で
あ
る
も
の
”
五
千
万
円
以
内
。

一
▽
融
資
機
関

　
農
協
、
県
信
用
農
協
連
、
農
林
中

央
金
庫
。

▽
融
資
申
込
み
及
び
利
子
補
給

　
申
請
書
は
農
協
↓
役
場
↓
県
と

な
り
、
承
認
さ
れ
る
と
国
及
び
県
が

半
分
づ
つ
の
利
子
補
給
を
し
、
別
記

の
利
率
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

▽
農
業
近
代
化
資
金
の
種
類
、
利
率

等
。

　
別
記
の
と
お
り
。
融
資
を
受
け
よ

う
と
す
る
人
は
関
係
農
協
、
叉
は
役

役
産
業
経
済
係
へ
御
相
談
下
さ
い
。

▽
資
金
の
種
類

●
農
舎
、
畜
舎
、
蚕
室
、
農
産
物
乾

燥
、
堆
肥
舎
、
温
室
、
サ
イ
ロ
、
堆

肥
盤
、
農
用
貯
溜
槽
、
果
樹
棚
、
電

機
牧
棚
、
農
用
索
道
、
排
水
、
潅
水

展
産
物
処
理
加
工
、
農
産
物
貯
蔵
、

農
業
生
産
資
材
貯
蔵
及
び
製
造
、
農

機
具
保
管
修
理
、
病
虫
害
防
除
、
ふ

卵
育
雛
、
き
の
こ
栽
培
、
家
畜
人
工

授
精
、
家
畜
甫
場
、
家
畜
診
療
の
各

施
設
の
改
良
造
成
又
は
取
得
に
必
要

な
資
金
。

②
原
動
機
、
揚
．
排
水
用
機
具
、
耕
運

・
整
地
用
機
具
、
農
伶
物
育
成
管
理

用
機
具
、
肥
料
調
整
撒
布
用
機
具
、

病
虫
害
等
防
除
用
機
具
、
畜
産
用
機

具
、
養
蚕
用
機
具
又
は
運
搬
用
機
具

の
取
得
に
要
す
る
資
金
。

①
果
樹
、
オ
リ
ー
ブ
、
茶
又
は
ホ
ッ

プ
の
植
栽
に
要
す
る
資
金
。

④
牛
馬
、
緬
羊
、
山
羊
叉
は
豚
の
購

入
に
必
要
な
資
金
。
　
（
但
し
肉
用
肥

育
の
た
め
の
二
ヵ
年
以
内
飼
養
分
は

除
く
）

⑤
耕
地
防
風
林
の
造
成
に
要
す
る
資

金
。

⑤
小
規
模
の
農
地
又
は
牧
野
の
改
良

又
は
造
成
に
必
要
な
資
金
。

⑦
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
他
、
農

林
大
臣
が
特
に
必
要
と
認
め
て
指
定

す
る
資
金
。

▽
償
還
期
限

〇
十
二
年
。
　
へ
団
体
等
は
十
五
年
）

②
七
年
。
　
（
団
体
等
は
十
年
）

③
＋
五
年
。

④
五
年
。

⑤
＋
年
。

⑤
＋
年
。

⑦
五
～
＋
年
。

▽
据
置
期
間

①
三
年
。

②
一
一
年
。

①
三
年
。

④
一
一
年
。

⑤
一
一
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
鳩

⑤
一
一
年
。

⑦
二
～
三
年
。

▽
利
　
　
率

0
年
六
分
五
厘
。

②
年
六
分
五
厘
。

①
年
六
分
五
厘
。

④
年
六
分
五
厘
。

⑤
年
六
分
五
厘
。

⑤
年
五
分
。

⑦
年
六
分
五
厘
。

毒
▼
季
！
ー
ー

郵
便
受
箱
の
設
置

に
ご
協
力
下
さ
い

　
日
頃
、
郵
政
業
務
に
は
ご
協
力
を

い
た
だ
ぎ
感
謝
申
し
あ
げ
て
お
り
ま

す
。
さ
て
、
郵
便
局
で
は
郵
便
物
が

迅
速
に
、
か
つ
正
確
に
皆
様
へ
お
届

け
で
き
ま
す
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
配
達
員
の
要
望
も

あ
り
、
各
戸
に
御
家
族
全
員
の
お
な

ま
え
を
記
載
し
た
簡
単
な
郵
便
受
箱

を
設
け
て
い
た
だ
き
た
く
お
ね
が
い

申
し
あ
げ
ま
す
。
な
胸
最
近
、
郵
便

物
の
大
形
化
に
伴
な
い
、
こ
の
点
を

お
含
み
の
上
お
つ
く
り
に
な
っ
て
下

さ
い
。
　
　
（
越
後
田
沢
郵
便
局
長
）

ム
　
ツ
ム
ワ
サ

村
婦
人
研
修
会

　
　
　
3
月
”
日
田
沢
小
で

　
婦
人
会
や
学
級
、
グ
ル
ー
プ
な
ど

さ
い
き
ん
婦
人
活
動
は
ど
こ
で
も
な

か
な
か
さ
か
ん
で
す
が
、
日
頃
の
活

動
の
よ
う
す
を
話
し
あ
い
、
そ
の
成

果
や
問
題
点
な
ど
を
出
し
あ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
を
ど
う
す
す
め
た

ら
よ
い
か
、
み
ん
な
で
考
え
あ
っ
て

み
よ
う
と
、
連
合
婦
人
会
で
は
公
民

舘
と
共
催
で
三
月
二
十
七
日
午
前
十

時
よ
り
、
田
沢
小
学
校
で
村
婦
人
研

修
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
研
修
会
の
内
容
は
、
午
前
中
、
講

師
の
県
社
会
教
育
主
事
高
橋
ハ
ナ
さ

一
ん
の
話
を
き
き
、
午
後
か
ら
は
分
科

至
話
し
あ
い
と
い
2
と
に
な
っ

濡
り
ま
す
．
村
内
婦
人
各
位
多
数

一
の
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

一
ま
す
。

た
ば
こ
は
村
内
の
小
売
店
で

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ば
こ
消
費
税
十
二
％
に

　
た
ぱ
こ
消
費
税
を
御
存
知
で
し
ょ

う
か
。
村
の
た
ぱ
こ
小
売
業
者
の
売

上
げ
高
の
十
一
％
が
、
た
ぱ
こ
消
費

税
と
し
て
村
税
収
入
と
な
っ
て
専
売

公
社
よ
り
還
っ
て
き
ま
す
。
中
里
村

の
た
ぱ
こ
消
費
税
の
近
況
を
申
し
上
坤

げ
ま
す
と
、
三
十
五
年
度
で
縁
売
り

上
げ
高
、
一
千
四
百
二
十
九
万
五
千

円
で
た
ば
こ
消
費
税
は
、
百
五
十
七

万
二
千
円
。
三
十
六
年
度
に
は
た
ば

こ
消
賛
税
、
百
六
十
万
九
千
円
を
見

高
の
十
二
％
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
村
税
収
入
を
よ
り
多
く
す
る
た

め
に
、
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
た
ば

こ
は
な
る
べ
く
　
　
か
あ
り
　
　
か

ら
買
っ
て
頂
く
よ
う
お
ね
願
し
ま
す

駆
醜
聾
欝
驚
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農
政
講
演
会
よ
り

農
業
構
造
改
善
を
め

ぐ
る
農
政
の
諸
間
題

　
三
月
十
六
日
午
前
九
時
よ
り
田
沢

小
学
校
に
お
い
て
「
農
業
構
造
改
善

を
め
ぐ
る
農
政
の
諸
間
題
」
と
題
し

県
農
林
部
農
政
課
高
橋
一
作
主
慕
に

ょ
り
農
政
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

受
講
者
七
十
五
名
、
講
演
の
概
要
は

次
の
と
お
り
。

◎
現
状
分
析

　
終
戦
後
の
日
本
経
済
は
世
界
中
が

目
を
見
張
る
素
晴
ら
し
い
伸
畏
を
示

し
た
。
昭
和
二
十
八
年
頃
に
は
戦
前

の
経
済
力
を
回
復
し
、
こ
の
閥
の
農

業
の
巣
し
た
役
割
は
大
き
く
、
作
る

物
こ
と
ご
と
く
売
れ
る
と
い
う
良
き

時
代
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和

三
十
年
頃
よ
り
商
工
業
、
第
二
次
、

三
次
産
業
が
急
速
な
発
展
を
と
げ
た

の
に
対
し
、
農
業
は
二
％
前
後
の
微

増
に
と
ど
ま
り
、
近
隼
ま
す
ま
す
こ

の
格
差
が
大
き
く
な
り
つ
＼
あ
る
。

こ
れ
は
日
本
が
中
進
国
か
ら
先
進
国

へ
の
脱
皮
過
程
で
も
あ
り
、
農
業
に

も
次
の
よ
う
な
間
題
が
表
面
化
レ
て

キ一

た
。

0
農
業
所
得
、
生
活
水
準
の
立
遅
れ

　
昭
和
三
十
四
年
を
百
と
す
る
三
十

五
隼
の
県
の
平
均
所
俘
は
農
業
が
一

〇
一
・
七
に
対
し
、
第
二
次
産
業
は

一
一
三
。
三
、
第
三
次
産
業
は
一
｝

二
・
六
、
工
業
だ
け
で
は
一
三
六
・

八
と
な
り
、
農
業
者
一
八
罰
り
の
所

得
は
一
〇
二
千
円
で
こ
れ
ら
は
他
産

業
従
事
者
の
四
割
に
し
か
過
ぎ
な

い
。
叉
消
費
水
準
で
は
二
十
六
年
は

両
方
共
世
帯
員
一
人
当
り
四
万
二
千

円
ほ
ど
な
の
が
、
最
近
で
は
農
業
兼

業
合
わ
せ
て
も
他
産
業
に
比
べ
三
、

四
割
も
低
く
、
こ
の
差
が
な
か
な
か

縮
ま
な
・
い
。

②
農
産
物
需
要
の
変
化

　
今
ま
で
の
積
極
的
な
食
縄
増
産
、

特
に
米
を
中
心
と
し
た
澱
粉
質
作
物

だ
っ
た
の
が
、
経
済
水
準
が
高
ま
る

に
し
た
が
い
、
質
の
良
い
も
の
、
加

工
度
の
高
い
も
の
、
肉
卵
、
乳
、
果

物
、
ビ
タ
ミ
ン
野
菜
等
は
消
費
が
増

し
て
来
た
が
、
諏
粉
質
食
糧
は
停
滞

又
は
減
少
し
、
更
に
年
六
の
豊
作
、

低
開
発
国
か
ら
の
外
米
輸
入
等
で
余

剰
米
が
倉
庫
に
山
と
積
ま
れ
、
米
の

統
制
徹
廃
の
潤
も
強
ま
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
需
要
の
変
化
に
農
業
が

十
分
に
は
促
応
し
て
い
な
い
。

①
農
業
労
働
力

　
昭
和
二
十
五
年
に
は
全
国
農
業
従

事
者
数
は
千
六
百
万
人
で
あ
っ
た
の

が
、
三
十
五
年
は
千
四
百
五
十
万
人

に
減
少
し
た
。
又
、
新
し
く
農
業
に

従
察
す
る
人
が
四
十
万
人
か
ら
現
在

は
十
万
人
に
激
減
し
た
。
特
に
関
東
、

北
陸
地
方
で
は
長
男
で
さ
え
八
割
が

他
産
業
へ
就
職
し
、
農
業
が
年
寄
り

婦
女
子
化
し
、
兼
業
農
家
が
急
増
し

て
き
た
。
こ
の
こ
ど
は
反
面
、
農
業

の
構
造
的
特
性
で
あ
る
零
細
性
を
脱

皮
し
、
近
代
化
を
図
る
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
と
も
云
え
る
。
し
か
し
、
近
代

農
業
は
科
学
性
、
機
械
操
作
等
を
．
要

求
し
、
若
い
有
能
な
青
年
を
必
要
と

し
て
い
る
。

④
貿
易
自
由
化

　
全
て
の
品
物
が
ど
こ
の
国
と
も
自

由
に
売
買
出
来
、
世
界
の
経
済
を
伸

ぱ
そ
う
と
す
る
働
き
か
け
が
活
発
と

な
り
、
農
産
物
と
し
て
こ
の
例
外
扱

い
は
許
さ
れ
な
い
。
現
在
外
米
は
内

地
米
よ
り
一
俵
に
千
円
安
い
。
ア
メ

リ
カ
で
は
米
一
俵
作
る
の
に
一
時
間

半
、
日
本
で
は
こ
の
三
十
七
倍
も
余

計
か
か
っ
て
い
る
。
又
一
戸
当
り
の

経
営
。
面
積
は
日
本
が
一
・
一
鉛
な
の

に
対
し
、
オ
ラ
ン
ダ
で
七
紛
、
カ
ナ

ダ
で
は
実
に
二
一
三
紛
と
格
段
の
差

が
あ
る
。
農
産
物
は
政
策
と
し
て
も

出
来
る
だ
け
保
穫
し
よ
う
が
、
国
際

的
な
競
象
力
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

◎
今
後
の
対
策

①
農
政
の
変
化

　
今
ま
で
の
農
村
民
主
化
、
食
糧
確

保
、
価
格
政
策
と
歩
ん
で
き
た
農
政

も
、
以
上
の
よ
う
な
農
業
を
と
り
ま

く
情
勢
の
変
化
が
各
方
面
に
矛
盾
が

表
面
化
し
、
震
政
全
体
を
総
合
的
に

検
討
し
、
新
方
向
を
打
ち
出
す
必
要

性
に
迫
ま
ら
れ
、
農
業
基
本
法
が
誕

生
し
た
。

②
農
業
基
本
法
の
概
要

　
農
業
の
近
代
化
と
合
現
化
を
図

り
、
他
産
業
と
の
生
産
性
の
格
差
が

是
正
さ
れ
、
農
業
従
覇
者
が
所
得
を

増
し
、
他
産
業
従
事
者
と
つ
り
合
っ

た
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め

国
は
次
の
施
策
を
行
う
。

イ
、
農
産
物
の
需
、
要
に
見
合
う
生
産

　
を
し
、
選
択
的
拡
大
を
図
る

ロ
、
土
地
、
水
の
有
効
利
用
、
開
発

　
を
行
い
生
産
性
の
向
上
、
生
産
額

　
を
増
大
さ
せ
る
こ
と

ハ
、
農
業
の
構
造
を
改
善
す
る
こ
と

二
、
農
産
物
の
流
通
の
合
理
化
、
加

　
工
霧
要
を
増
進
す
る

ホ
、
農
産
物
の
価
格
の
安
定
確
保
を

　
図
る
こ
と

へ
、
農
薬
資
材
の
生
産
、
流
通
、
価

　
格
安
定
を
図
る

ト
、
農
業
教
育
を
他
産
業
就
業
を
容

　
易
に
す
る

チ
、
農
村
の
環
境
を
近
代
的
に
し
、

　
婦
人
労
働
の
合
理
化
、
農
業
従
事

　
者
の
福
祉
向
上
を
図
る

　
こ
れ
ら
は
県
、
市
町
村
も
一
体
と

な
っ
て
施
策
を
講
す
る
。
こ
の
為
、

い
ろ
い
ろ
の
関
連
法
が
改
正
さ
れ
た

が
、
農
業
近
代
化
資
金
助
成
法
、
農
業

構
造
改
善
対
策
皐
業
等
が
具
体
策
と

し
て
生
れ
た
。

④
農
業
改
善
事
業

　
こ
こ
で
は
施
策
の
一
つ
と
し
て
こ

の
事
業
内
容
を
説
明
す
る
と
、
農
業

生
産
の
選
択
的
拡
大
、
生
産
性
の
向

上
、
総
生
産
の
増
大
を
図
る
た
め
に

は
、
現
状
の
よ
う
な
土
地
所
有
の
零

細
や
農
地
の
分
散
不
整
形
で
は
達
成

が
お
ぼ
つ
か
な
い
。
こ
れ
ら
を
改
醤

し
、
経
営
の
近
代
化
を
促
進
す
る
た

め
、
国
は
今
後
十
ヵ
年
間
に
全
国
の

殆
ん
ど
の
市
町
村
に
対
し
、
一
市
町

村
平
均
補
助
事
爽
費
と
し
て
九
千
万

円
、
補
助
率
五
割
、
負
揖
分
の
八
割

を
農
村
漁
業
賓
金
融
資
が
行
わ
れ
、

こ
の
他
、
個
八
施
設
に
対
し
事
業
費

で
二
千
万
円
の
融
資
事
業
が
行
わ
れ

る
。
こ
れ
は
過
去
の
新
機
村
事
業
に

比
べ
て
十
倍
の
規
模
で
あ
り
、
市
町

村
畏
が
事
業
の
実
施
責
任
を
持
つ
こ

と
に
な
る
。
本
年
度
県
下
で
は
二
つ

の
こ
の
事
業
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
モ
デ

ル
）
地
区
を
設
置
し
、
又
市
町
村
指

．
定
は
三
十
六
年
度
十
五
、
三
十
七
年

度
十
二
、
以
下
二
十
市
町
村
位
を
指

定
を
行
う
。
指
足
を
受
け
た
地
区
は

三
～
四
ヵ
年
に
事
業
を
完
了
す
る
。

こ
れ
ら
の
実
施
計
圃
は
総
合
的
、
合

理
的
、
選
択
的
拡
大
生
産
が
可
能
な

事
業
を
取
り
上
げ
る
方
針
で
あ
る
。

◎
結
び

　
合
理
化
、
生
産
性
向
上
に
は
、
国

県
、
市
町
村
、
各
種
団
体
が
い
く
ら

働
き
か
け
て
も
農
民
自
身
が
意
欲
的

に
な
ら
な
け
れ
ば
何
も
実
ら
な
い
。

選
択
的
な
農
叢
生
産
を
す
る
に
し
て

も
各
汝
が
一
国
一
城
の
主
で
、
ば
ら

ぱ
ら
な
や
り
方
で
は
効
果
は
上
が
ら

な
い
。
生
産
規
模
を
経
済
単
位
に
引

き
上
げ
る
に
は
協
業
化
も
必
要
で
あ

る
。
そ
し
て
更
に
大
き
な
生
産
団
地

化
を
行
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
県

は
今
年
、
喉
下
を
十
ブ
ロ
ッ
ク
位
に

生
産
種
類
別
に
区
分
け
し
て
指
導
す

灘
蒙
騒
罷
二

積
極
的
な
意
欲
あ
る
農
昆
を
育
て
＼

い
こ
う
と
す
る
気
風
が
強
く
な
っ
て

き
つ
＼
あ
る
。

　
最
後
に
、
履
近
協
業
化
が
活
発
と

な
（
て
き
た
が
、
人
問
関
係
か
ら
失

敗
す
る
こ
と
が
多
く
、
群
圃
も
憤
重

に
や
っ
て
欲
し
い
。
経
済
の
近
代
化

と
社
会
の
近
代
化
は
平
行
し
て
進
ま

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
お
も
う
。
身

ー
1
も
モ
5

雪
崩
と
火
災

に
ゾ
」
注
意

　
長
い
冬
も
お
わ
り
に
近
づ
き
、
い

よ
い
よ
春
の
季
節
。
日
ご
と
に
署
か

さ
も
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
こ

ろ
が
雪
崩
れ
の
危
険
な
季
節
で
す
。

　
こ
の
ほ
ど
十
日
町
驚
察
署
で
は
、

村
と
協
力
し
て
男
崩
れ
事
故
の
防
止

を
よ
び
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
管
内

道
路
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
危
険

標
識
を
立
て
る
な
ど
、
そ
の
対
策
を

か
ん
が
え
て
い
ま
す
が
、
村
内
で
は

次
の
地
内
が
危
険
箇
所
と
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
充
分
ご
注
意
ド
さ
る
よ

・
う
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

■
◎
田
沢
地
区
阿
角
間
旭
内
、
芋
沢
地

’
内
、
程
島
地
内
。

◎
倉
俣
地
区
四
田
代
地
内
、
重
地
地

内
、
清
田
山
地
内
、
芋
川
地
内
。

◎
貝
野
地
区
”
阿
寺
地
内
。

　
春
は
ま
た
、
一
年
中
で
い
ち
ぱ
ん

火
災
の
多
い
季
節
で
す
。
う
ら
ら
か

な
晋
日
和
が
つ
づ
く
と
空
気
が
乾
燥

近
の
こ
と
で
取
り
む
え
す
次
の
二
点

だ
け
で
も
調
査
し
、
自
分
の
経
営
の

実
熊
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
の
ぞ

ま
し
い
。

0
経
営
状
態
を
記
録
し
、
分
析
す
る

　
r
一
と

④
労
働
生
産
性
が
ま
す
ま
す
重
視
さ

　
れ
る
傾
向
な
の
で
、
労
働
力
を
調

　
査
し
、
労
働
の
単
均
化
、
稼
働
率

　
の
向
上
を
姑
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
係
）

し
ま
す
し
、
風
の
強
い
日
も
多
く
な

り
ま
す
。
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
や
マ

ッ
チ
な
ど
の
小
さ
な
火
気
で
も
火
事

の
モ
ト
に
な
り
や
す
い
し
、
．
取
灰
や

も
み
が
ら
燃
炭
な
ど
の
姶
末
に
も
充

分
注
恵
し
ま
し
ょ
う
。

　
亀
ノ
●
§

　
ハ
　
ほ
に
　
　
　
む

保
険
証
を
か

　
　
え
る

　
厚
生
省
通
達
や
、
給
付
事
の
変
更

等
に
よ
り
、
現
在
み
な
さ
ん
の
お
ヂ

元
に
あ
る
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

が
、
こ
の
四
月
一
日
付
け
で
取
蒋
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
区
長
さ
ん
を
通
じ
、
貰
日
新
し
い

保
険
．
証
を
お
届
け
し
て
い
た
だ
き
ま

す
か
ら
、
今
の
保
険
．
託
は
お
返
し
下

さ
い
。
　
　
　
　
（
国
保
係
）

▽
医
者
に
か
か
る
と
き
は

　
必
す
保
険
．
証
を
待
参
し
て
下
さ
い

▽
越
冬
蝋
は
一
．
匹
も
逃
さ
す

　
退
治
し
よ
｝
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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激
動

期
の
畑
作

生
産
集
団
の
動
き
〃

　
農
業
は
大
き
な
曲
り
角
に
き
て
い

る
と
、
い
わ
れ
て
い
る
。
戦
後
い
く

た
ぺ
）
か
「
曲
り
角
論
」
を
き
か
さ
れ

た
が
、
こ
ん
ど
の
曲
り
角
こ
そ
、
本

も
の
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
外
の
方

か
ら
、
貿
易
自
由
化
の
冷
め
た
い
風

一
が
吹
き
こ
み
は
じ
め
、
内
で
は
農
業

技
術
の
革
新
が
着
女
と
す
す
ん
で
い

る
か
ら
だ
。
せ
ま
い
農
地
、
と
ぼ
し

い
資
本
、
そ
れ
に
不
足
し
が
ち
な
、

家
族
労
働
力
と
い
う
条
件
の
も
と
で

み
な
さ
ん
は
、
最
近
な
に
か
追
い
た

て
ら
れ
る
よ
う
な
不
安
を
、
感
じ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
エ
ン

　
き
ド
ど
ペ
ノ
し
ト
く
ズ
ペ
ノ

　
　
団
地
化
、

　
ノ
r
＼
く
ー
、

①
イ
　
チ
　
ゴ

　
こ
こ
に
O
O
O
人
が
、
め
い
め
い

で
イ
チ
ゴ
を
つ
く
っ
て
い
た
と
す

る
。
こ
れ
は
畑
に
植
え
て
い
る
だ
け

ジ
ン
の
音
も
高
く
耕
地
を
耕
や
し
、

ミ
ス
ト
が
カ
ン
高
い
音
を
た
て
、
畜

産
で
の
多
頭
飼
育
が
あ
ら
わ
れ
て
、

新
ら
し
い
や
り
方
に
と
り
組
ん
で
い

る
。
昔
は
こ
う
い
う
人
を
変
り
も
の

だ
、
と
カ
ゲ
ロ
を
き
い
て
す
ま
し
て

い
た
が
ヤ
ケ
は
こ
っ
ち
が
と
り
　
さ

万
う
で
、
た
い
そ
う
気
に
な
る
．

こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
か
た
ち
で
、
こ

れ
か
ら
の
農
業
を
…
…
と
、
ひ
と
す

じ
に
生
き
よ
う
と
す
る
農
家
に
と
っ

て
深
刻
な
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
ペ
ノ
ペ
　
へ
く
ノ
し
ペ
イ
ペ
オ
ペ
ノ
　
ペ
ド
ヌ
ノ
コ
ペ
ノ
ペ

　
　
　
　
　
　
産
地
化
は
動
く

＼
〆
＼
／
＞
＼
〆
＼
／
＼
〆
㌧
く
，
〆
＼
（
、
、
〆
＼
〆
㌧
〆
＼
－
＼
／
＼
〆
＼
〆

ミ
ミ
く
き
ミ
ミ
く

イ
　
ぺ
ぐ
ロ
ヌ
ノ
ペ
ノ
ヤ
ヤ
ヌ

畑
作
振
興
の
意
味
す
る
も
の

ノ
㌧
〆
＼
ぐ
ノ
’
＼
！
＼
ノ
「
＼
／
＼
／
＼
〆
＼
ノ
＼
／
－
、
／
k
！
＼
ノ
k
ノ
，
＼
／
・
〆
＼
、
ー
〆
＼
！

　
こ
の
地
区
の
畑
作
は
自
給
的
性
格

が
濃
い
。
経
営
の
内
部
に
お
け
る
、

そ
の
地
位
も
、
田
、
蚕
に
従
う
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
国
の
施
策
も
米
に

集
中
さ
れ
勢
い
技
術
の
近
代
化
も
可

能
に
し
た
。
一
方
米
の
生
産
も
自
給

達
成
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
農
業
全

体
の
変
革
の
時
を
こ
こ
に
迎
え
て
、

田
も
単
独
で
は
安
泰
で
あ
り
光
な
く

な
っ
て
き
た
。
農
業
の
低
い
収
益
性

の
底
部
に
、
た
よ
る
べ
き
商
品
生
産

の
柱
を
も
た
な
い
多
数
の
畑
作
農
家

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
現
況
だ
。

　
い
う
と
こ
ろ
の
畑
作
振
興
は
、
長

期
的
見
通
し
に
も
と
づ
い
て
、
バ
ル

ク
ラ
イ
ン
下
の
畑
作
所
得
を
せ
め
て

田
の
水
準
に
引
き
上
げ
る
、
一
方
ソ

サ
イ
、
果
樹
円
芸
、
あ
る
い
は
畜
産

等
を
主
軸
と
す
る
、
経
営
構
造
の
内

包
す
る
弱
点
と
し
て
の
畑
作
部
門
の

合
理
化
を
め
ざ
す
こ
と
に
あ
る
。

で
、
栽
培
し
て
る
と
は
い
え
な
い
。

そ
れ
ら
の
人
が
集
り
同
一
歩
調
で
、

計
画
性
を
も
っ
て
こ
そ
栽
培
が
行
わ

れ
て
い
る
と
云
え
る
。
熱
意
の
あ
る

人
達
が
結
束
を
固
め
、
各
機
関
と
綿

密
な
検
討
、
討
議
打
ち
合
わ
せ
を
す

る
こ
と
だ
。
ど
の
規
模
で
ど
の
範
囲

で
、
ど
の
品
種
で
、
作
業
は
出
荷
は

あ
く
ま
で
農
協
の
事
業
範
囲
で
行

う
。
農
協
の
事
業
計
画
に
含
ま
れ
る

生
産
、
販
売
組
織
で
あ
る
こ
と
が
の

ぞ
ま
し
く
、
水
沢
村
の
五
十
町
歩
イ

チ
ゴ
つ
く
り
も
、
新
し
く
生
れ
変
ろ

う
と
し
て
い
る
。

②
果
樹
園
中
心
生
産
集
団

　
農
業
も
相
当
ま
と
ま
っ
た
資
本
投

下
を
し
て
、
規
模
を
大
き
く
し
た

り
、
流
通
面
で
の
力
を
ま
と
め
た
り

し
な
い
と
、
競
争
に
も
ま
け
る
も
の

だ
、
い
か
に
も
そ
う
だ
と
誰
に
も
気

づ
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
近

頃
の
こ
と
だ
。

　
こ
こ
に
大
、
小
黒
沢
で
は
、
果
樹

振
興
特
別
措
置
法
を
受
け
て
立
ち
、

二
十
七
名
の
グ
ル
ー
ブ
に
よ
る
四
十

町
歩
栗
園
開
園
に
フ
ミ
切
ろ
う
と
し

て
い
る
。

　
林
業
施
策
の
中
に
あ
る
、
ボ
イ
山

改
善
の
。
栗
林
で
は
な
い
、
純
ス
イ
な

意
味
で
の
果
樹
園
の
経
営
で
あ
り
、

品
種
も
従
来
の
も
の
で
は
な
い
。

　
モ
ウ
カ
り
そ
う
で
も
う
か

　
ら
な
い
ナ
ン
デ
モ
作
り

　
か
ら
の
脱
皮
で
あ
る
、
現
地
も
一

筆
四
〇
町
歩
で
あ
り
担
々
と
し
た
平

地
で
あ
る
こ
と
は
珍
ら
し
い
。
共
同

化
は
経
営
改
善
の
手
段
な
の
で
あ
っ

て
何
を
共
同
化
し
て
ゆ
け
ば
個
人
の

所
得
が
高
ま
る
か
を
充
分
検
討
す
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
完
全
共
同
経
営
は
結
局
の
と
こ
ろ

農
家
の
否
定
に
な
る
。
共
同
経
営
体

を
伸
ば
し
て
い
け
ば
一
方
に
あ
る
グ

ル
ー
プ
員
の
経
営
は
シ
タ
向
き
に
な

り
グ
ル
ー
プ
員
の
経
営
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
却
く
な
ら
ぱ
、
共
同
経
営
体

の
方
は
伸
び
て
い
か
な
い
。
こ
の
二

つ
は
両
立
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

ど
っ
ち
か
よ
け
れ
ば
片
方
は
ダ
メ
と

い
う
関
係
も
生
れ
る
…
…
各
機
関
と

の
討
議
の
中
か
ら
創
意
を
し
ぽ
っ
て

伸
び
る
姿
勢
で
、
ガ
ッ
チ
リ
と
推
進

で
き
そ
う
で
た
の
も
し
い
q

③
銘
柄
根
菜
の
生
ま
れ
る
と

　
一
』
ろ

　
こ
こ
に
姿
部
落
で
は
重
点
主
義
に

種
類
を
限
っ
て
根
菜
の
長
期
貯
蔵
出

荷
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
。
米
俵

に
す
る
と
、
一
五
ヌ
車
で
八
○
車
も

入
る
大
貯
蔵
庫
を
も
っ
て
い
る
が
、

今
は
余
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
村

当
局
で
も
三
十
六
年
度
に
全
国
に
あ

る
食
用
藷
の
品
種
を
集
め
て
試
作
を

　
め
た
ロ
こ
の
こ
と
は
　
　
さ
　
の

　
　
　
　
・
・
．
’
ρ
∋
4
．
・
触

　
　
　
　
Ω
璽
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ゆ
ノ

　
　
　
。
ぬ
礪
、

　
　
　
　
　
　
　
　
沖

市
場
に
食
用
種
の
な
く
な
っ
た
時
に

市
場
に
供
給
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ

大
貯
蔵
庫
の
完
全
改
修
、
生
産
と
貯

蔵
、
販
売
の
一
元
化
が
、
整
え
つ
つ

あ
っ
て
、
積
雪
下
の
恒
温
層
貯
蔵
春

を
迎
え
て
ダ
ン
ポ
監
ル
銘
柄
出
荷
は

［
農
協
の
販
売
ル
ー
ト
に
の
せ
る
計
画

で
あ
り
ま
こ
と
に
明
る
い
。

　
手
を
ツ
ナ
ゴ
ウ

　
こ
う
み
わ
た
す
と
、
ど
こ
の
地
域

に
も
、
す
ば
ら
し
い
知
恵
が
存
し
て

い
る
よ
う
だ
。
生
活
か
ら
出
て
く
る

知
恵
の
ひ
か
り
は
村
の
中
に
あ
る
。

　
村
の
中
部
落
の
人
女
の
知
恵
を
機

構
だ
て
＼
い
け
ぱ
、
り
っ
ぱ
な
こ
と

が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

皆
さ
ん
手
を
つ
な
ご
う
U

　
　
き
き
ぐ
き
き
を

ニ
ワ
ト
リ
疾
病
防
除

誘
第
育
雛
器
消
毒

　最近、

ニ
ワ
ト
リ
に
非
常
に
病
気

が
多
く
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
は
色

色
の
原
因
が
あ
り
、
又
色
六
の
病
気

の
種
類
も
多
く
な
っ
た
が
、
大
ヒ
ナ

期
以
後
に
発
生
し
た
り
新
し
い
病
気

と
し
て
住
血
原
虫
病
、
伝
染
性
下
痢

症
、
伝
染
性
気
管
支
炎
、
慢
性
呼
吸

器
病
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
な
ど
発

生
伝
播
し
、
そ
れ
自
身
の
被
害
よ
り

も
体
力
の
低
下
の
た
め
に
、
白
血
病

な
ど
の
疾
病
の
被
害
を
よ
り
大
き
く

し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ

ら
の
、
大
ヒ
ナ
期
、
初
産
前
後
の
病

気
の
多
く
は
フ
化
直
後
か
ら
、

三
〇
な
い
し
六
〇
日
令
頃
ま

で
に
感
染
し
、
環
境
、
体
力

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
場
合

に
発
生
し
や
す
い
と
い
う
。

　
そ
こ
で
病
原
体
の
少
な
い
環
境
を

作
る
と
い
う
こ
と
も
大
切
な
問
題
点

で
特
に
、
育
成
時
の
環
境
に
つ
い
て

は
十
分
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
す
餌
付
か
ら
少
な
く
と
も
六
〇

日
、
で
き
れ
ぱ
一
〇
〇
日
位
ま
で
、

ま
た
理
想
的
に
は
餌
付
か
ら
成
鶏
ま

で
鶏
の
一
生
を
土
、
お
よ
び
糞
と
離

褻
譲
襲
鰐
纂

い
の
場
合
は
育
ス
ウ
前
、
移
動
前
に

消
毒
を
完
全
に
し
た
上
で
入
れ
る
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
き
た
。

◎
育
ス
ウ
器
の
消
毒

　
育
ス
ウ
器
の
消
毒
法
に
も
色
々
あ

る
。

①
熱
湯
を
か
け
て
消
毒
す
る

②
熱
湯
一
八
掬
に
木
灰
三
・
七
ノ
の

　
割
合
で
入
れ
、
そ
の
煮
汁
で
洗
う

　
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
症
に
よ
い

③
水
洗
後
、
日
光
消
毒
も
よ
い

④
水
洗
乾
燥
後
、
一
％
ク
レ
ゾ
ー
ル

　
液
噴
霧

以
上
、
簡
単
で
経
費
も
少
な
く
て
よ

く
、
こ
れ
ら
を
い
く
つ
か
合
せ
て
行

な
え
ば
一
層
よ
い
。

　
し
か
し
最
初
に
あ
げ
た
よ
う
に
最

近
、
神
経
型
白
血
病
（
中
ビ
ナ
以
後

脚
マ
ヒ
を
起
し
て
脚
を
開
き
、
た
て

な
く
な
る
）
及
び
、
内
臓
型
白
血
病

　
（
産
卵
開
姶
頃
よ
り
、
肝
臓
が
肥
大

し
、
食
慾
な
く
数
日
後
死
ぬ
）
な
ど

の
白
血
病
が
多
く
な
っ
た
。
こ
の
病

気
に
は
、
以
上
の
消
毒
法
で
は
仲
女

効
果
が
な
い
。
こ
れ
に
は
次
の
方
法

が
よ
い
よ
う
だ
。

⑤
水
洗
後
、
ホ
ル
マ
リ
ン
の
ガ
ス
く

　
ん
蒸
法
、
こ
れ
は
育
ス
ウ
器
を
ビ

　
ニ
ー
ル
で
密
閉
し
た
中
に
入
れ
て

　
こ
の
ビ
ニ
ー
ル
内
、
一
〇
〇
立
方

　
尺
当
り
、
ホ
ル
マ
リ
ン
一
〇
〇
〇

　
C
C
、
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
五
〇

　
》
を
混
合
、
小
さ
い
容
器
に
入
れ

　
た
も
の
を
、
こ
の
ビ
ニ
ー
ル
で
密

　
閉
し
た
中
に
入
れ
、
二
十
四
時
間

　
そ
の
ま
ま
に
し
て
く
ん
蒸
す
る
。
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中
学
卒
業
生
に
贈
る

　
　
　
　
　
田
沢
中
学
校
長

中
里
村
の
各
中
学
校
卒
業
生
諸

君
。
九
ヵ
年
の
御
努
力
が
実
を
結
ん

で
、
近
く
光
栄
あ
る
卒
業
証
書
を
授

与
せ
ら
れ
る
こ
と
は
お
よ
ろ
こ
び
に

た
え
ま
せ
ん
。

　
就
職
者
も
、
進
学
者
も
、
人
間
修

養
の
道
程
に
あ
る
点
に
お
い
て
変
り

あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
を
卒
業
す
る
と

何
だ
か
解
放
ざ
れ
た
よ
う
に
錆
覚
し

あ
た
ら
九
年
の
修
養
に
汚
点
を
印
す

る
よ
う
な
事
も
無
い
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
九
ヵ
年
の
努
力
こ
そ
実
に
人
生

の
尊
い
基
礎
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら

　
　
　
感
想

　
　
　
高
道
山
小
樋
口
照
子

　
ま
っ
白
い
雪
に
翁
お
わ
れ
た
私
た

ち
の
郷
土
に
も
、
よ
う
や
く
春
が
お

と
づ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。

　
三
月
二
十
四
日
、
私
た
ち
は
こ
の

六
年
間
の
小
学
校
生
活
と
も
別
れ
を

つ
げ
、
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
長
か
っ
た
よ
う
な
、
短
か
か
っ

た
よ
う
な
六
年
間
を
導
い
て
く
だ
さ

っ
た
先
生
方
や
社
会
の
人
六
に
感
謝
．

す
る
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
た

ち
の
心
の
中
に
は
、
過
去
の
先
生
と

別
か
れ
る
と
き
の
つ
ら
か
っ
た
こ

と
、
先
生
と
ゆ
か
い
に
遊
ん
だ
こ

と
、
先
生
が
何
か
を
聞
か
れ
て
も
だ

ま
っ
て
い
て
先
生
を
て
こ
す
ら
せ
た

佐
藤
伍
郎

が
本
建
築
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
こ
の
九
年
の
基
礎
事
業
は

諸
君
自
身
の
努
力
よ
り
も
、
御
両

親
、
諸
先
生
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な

お
心
づ
か
い
が
こ
も
っ
て
い
る
の
で

す
。
体
が
大
人
な
み
に
な
っ
た
か
ら

と
言
っ
て
、
経
験
の
末
熱
、
知
徳
の

不
足
を
考
え
な
い
で
自
力
で
一
人
前

に
な
っ
た
と
お
も
う
の
は
、
向
う
見

す
と
言
お
う
か
、
恩
知
ら
す
と
言
お

う
か
、
ま
こ
と
に
危
険
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　
人
間
に
報
恩
の
念
の
乏
し
い
の
は

禽
獣
に
近
い
の
で
す
。
私
は
真
心
こ

め
て
、
涙
を
以
っ
て
父
母
の
恩
、
師

の
恩
に
感
謝
す
る
こ
と
が
、
今
後
の

人
間
形
成
の
原
動
力
に
な
る
と
確
信

し
ま
す
。
社
会
は
大
き
な
力
で
諸
君

を
温
室
の
よ
う
な
学
校
に
包
容
し
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
然
し
報
恩

威
謝
の
念
を
忘
失
す
る
よ
う
な
非
人

間
的
な
考
え
方
の
持
主
は
、
社
会
が

決
し
て
快
く
受
け
ま
せ
ん
。
社
会
は

恩
と
威
、
寛
と
厳
の
両
面
の
力
を
持

っ
て
い
ま
す
。
恩
と
寛
は
過
去
の
学

校
生
活
に
多
く
、
威
と
厳
と
が
、
今

後
の
諸
君
を
鍛
え
る
た
め
に
待
ち
設

け
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
十

分
に
わ
き
ま
え
て
、
一
層
心
を
ひ
き

し
め
て
精
進
し
な
け
れ
は
な
り
ま
せ

こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ

ん
な
小
さ
な
胸
の
中
に
も
、
六
年
間

の
小
学
校
生
活
の
こ
と
が
細
か
く
き

ざ
み
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
時
代
の
学
習
で
は
、
社
会

に
た
い
す
る
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
学

ん
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
日
本
の

す
っ
と
何
千
年
何
百
年
の
む
か
し
の

歴
史
を
し
ら
べ
て
き
た
。
今
の
日
本

と
も
く
ら
べ
て
み
た
。
そ
の
と
き
は

人
と
人
と
の
あ
ら
そ
い
が
い
つ
も
た

え
な
い
で
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
私

は
こ
ん
な
時
に
生
ま
れ
な
く
て
ほ
ん

と
に
よ
か
っ
た
と
お
も
っ
た
。
ま
た

世
界
の
国
女
や
そ
の
国
の
首
都
、
文

化
、
産
物
、
日
本
と
の
か
ん
け
い
な

ど
も
し
ら
べ
た
。
ま
だ
日
本
よ
り
開

け
な
い
国
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
と

ん
。

　
正
義
感
が
次
第
に
鈍
り
、
公
共
心

が
と
み
に
う
す
れ
た
昨
今
の
世
相
。

諸
君
こ
そ
近
い
次
代
を
担
う
中
里

村
、
い
な
全
日
本
の
ホ
ー
プ
で
す
。

何
所
に
別
れ
て
も
中
里
村
の
面
目
や

発
展
と
い
う
こ
と
を
心
に
銘
記
し
て

　
カ
し
な
が
ら
　
し
い
　
を
　
　
　

一
進
し
懸
い
．
も
し
心
に
邪
悪
な

き
ざ
し
が
現
わ
れ
ま
し
た
ら
、
卒
業

式
の
感
激
を
回
想
し
て
下
さ
い
。
一

言
、
は
な
む
け
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
三
七
・
三
・
一
）

い
う
こ
と
。
日
本
よ
り
小
さ
い
国
、

大
き
い
国
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ

と
、
人
間
の
さ
べ
つ
が
い
ま
だ
は
っ

き
り
つ
い
て
い
る
国
な
ど
で
し
た
。

　
ま
た
、
あ
の
も
の
す
ご
く
頭
を
ひ

ね
っ
た
算
数
、
ノ
ー
ト
が
黒
く
な
る

ま
で
け
い
さ
ん
し
た
と
き
の
こ
と
。

そ
れ
か
ら
先
生
は
、
私
た
ち
に
「
ぐ

す
っ
た
れ
、
ぐ
す
っ
た
れ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
女
子
を
よ
く
し
か
ら
れ

た
。
こ
ん
な
こ
と
が
い
ま
に
な
っ
て

や
っ
と
わ
か
っ
た
。
そ
れ
は
先
生
は

私
た
ち
が
中
学
へ
い
っ
て
か
ら
み
っ

と
も
な
い
の
で
い
ま
の
う
ち
に
な
お

し
て
お
け
ば
い
い
と
い
う
の
で
し
か

っ
た
の
だ
。

　
い
よ
い
よ
田
沢
中
学
校
へ
入
学
す

る
の
で
す
。
中
学
校
へ
い
く
の
が
な

社
会
へ
の
関
心

曇
中
石
沢
真
理
子

九
ヵ
年
の
義
務
教
育
が
早
く
も
い

ん
と
な
く
不
安
の
気
持
だ
。
ど
ん
な

友
達
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
担
任
の

先
生
は
ど
な
た
だ
ろ
う
か
。
中
学
に

い
く
と
小
学
校
よ
り
も
っ
と
も
っ
と

勉
強
が
む
す
か
し
く
て
こ
ま
る
の
で

は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
。
ー

と
な
り
の
家
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
い

ま
ま
で
通
っ
て
い
た
の
が
、
中
学
に
、

な
る
と
四
♂
も
は
な
れ
た
と
こ
ろ
を

夏
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
し
、
冬

は
寄
宿
舎
に
と
ま
る
。
寄
宿
舎
に
入

っ
て
い
る
と
勉
強
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
す
こ
し
し
ん
ぱ
い
だ
。
で
も
中

学
生
に
な
っ
た
ら
し
っ
か
り
し
っ
か

り
勉
強
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
終
ろ
う
と
し
で
い
る
。
こ
¢
間
の

喜
怒
哀
楽
の
す
べ
て
が
一
生
な
つ
か

し
い
思
い
出
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
の
道
は
進
学
者
に
し

て
も
就
職
者
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
け
わ
し
く
な
る
と
い
う
こ
と

は
い
え
よ
う
。

　
我
六
は
、
卒
業
後
す
ぐ
に
一
個
の

社
会
人
と
し
て
の
あ
つ
か
い
を
受

け
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
負
担
が

重
く
な
る
。
こ
う
い
う
場
合
、
一
つ

の
目
標
を
決
め
て
翁
き
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
進
ん
で
い
け
ぱ
、
重
か
っ
た

負
担
も
多
少
は
軽
く
な
る
と
思
う
。

　
我
女
が
第
一
に
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
と
は
、
社
会
を
決
し
て

あ
ま
く
見
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
一
旦
社
会
と
い
う
長
い

長
い
道
が
あ
っ
た
と
す
れ
ぱ
、
自
分

は
目
標
に
向
っ
て
全
身
の
力
で
突
進

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
す
る
と
そ

こ
に
は
か
な
ら
す
種
六
の
障
害
物
が

で
て
く
る
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
こ

そ
、
は
じ
め
て
一
人
前
の
社
会
人
と

な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
反
○
に
障
害

物
に
自
分
が
敗
け
た
と
し
た
ら
、
堕

落
し
た
人
間
と
し
て
一
生
、
暗
い
道

““。“∞“難
獺
一

籍
藤
墾

し
っ
か
り
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の
勉
強
（
経
験
、

日
常
生
活
、
仕
事
等
女
）
を
つ
み
あ

げ
て
い
ろ
い
ろ
の
形
に
つ
く
り
あ
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
こ
の

よ
う
な
重
大
な
責
任
を
卒
業
後
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
実
行
に
移
さ

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
、

た
と
え
卒
業
後
の
立
場
が
異
っ
て
も

友
情
は
決
し
て
こ
わ
れ
な
い
し
、
ま

た
、
私
達
は
友
情
の
交
流
を
暖
か
く

包
ん
で
外
部
か
ら
こ
わ
さ
れ
な
い
よ

に
見
守
っ
て
行
く
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

を
歩
ゆ
む
こ
と
に
な
る
。
あ
る
特
種

な
場
合
を
除
い
て
は
「
幸
、
不
幸
は
自

か
ら
の
手
で
つ
く
ら
れ
る
」
と
い
う

こ
と
が
い
え
よ
う
。
そ
れ
か
ら
社
会

で
一
番
嫌
わ
れ
る
中
途
半
端
な
人
間

に
つ
い
て
も
、
一
応
我
女
は
今
ま
で

の
自
分
を
反
省
し
、
考
え
て
み
る
必

要
も
あ
る
と
お
も
う
。
第
二
に
は
人

に
信
頼
さ
れ
る
入
間
に
な
る
こ
と
が

卒
業
の
喜
び

　
　
　
田
沢
中
広
田
静
子

　
向
学
心
に
燃
え
、
希
望
に
大
き
く
『

胸
を
は
す
ま
せ
な
が
ら
通
っ
た
中
学

校
と
も
い
よ
い
よ
お
別
れ
す
る
と
き

・
が
来
ま
し
た
。

　
音
楽
教
室
か
ら
「
仰
げ
ば
尊
し
」

の
式
歌
が
静
か
に
聞
え
て
き
ま
す
。

一
、
二
年
の
頃
は
さ
ほ
ど
感
じ
な
か

っ
た
あ
の
唱
が
、
卒
業
も
間
近
に
せ

ま
っ
た
今
、
九
ヵ
年
間
同
じ
校
舎
の

下
で
共
に
学
び
、
共
に
遊
ん
だ
友
と

そ
し
て
や
さ
し
く
お
教
え
下
さ
っ
た

先
生
方
と
も
わ
別
れ
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
思
う
と
、
悲
し
み
が
胸
に
こ

み
上
げ
て
き
ま
す
。

　
過
ぎ
去
っ
た
日
を
振
り
返
っ
て
見

ま
す
と
、
楽
し
か
っ
た
事
、
つ
ら
か

っ
た
事
と
さ
ま
ざ
ま
な
事
が
次
か
ら
』

次
へ
と
頭
に
浮
ん
で
来
ま
す
。

　
未
来
に
あ
こ
が
れ
、
大
き
な
希
望

を
胸
に
抱
い
て
、
残
雪
を
踏
ん
で
入

学
式
に
臨
ん
だ
こ
と
は
生
涯
忘
れ
る

事
の
出
来
な
い
想
い
出
と
な
る
こ
と

で
し
よ
う
。
そ
れ
か
ら
三
年
間
、
こ

の
田
沢
中
学
校
で
学
ん
で
来
た
私
達

は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
幸
福
で
し
た
。

こ
の
三
年
間
に
学
び
得
た
も
の
は
、

こ
れ
か
ら
第
二
の
人
生
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
そ
う
と
す
る
私
達
に
と
っ

て
ば
、
本
当
に
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
進
学
し
て
更
に
勉
学
の
道
に
い
そ

髄
し
む
人
、
ま
た
就
職
し
て
社
会
に
奉

仕
し
よ
う
と
す
る
人
、
こ
の
中
里
に

残
っ
て
よ
り
よ
い
村
を
建
設
し
よ
う

と
す
る
人
と
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
の
道

に
別
れ
て
行
く
わ
け
で
す
が
、
私
達

を
待
っ
て
い
る
も
の
は
輝
し
い
も
の

で
あ
る
反
面
、
苦
し
い
も
の
で
も
あ

る
で
し
ょ
う
ず
義
務
教
育
で
教
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
基
礎
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
本
当
の
入
生
の
勉
強
が
始

藩
訳
で
す
・
勉
強
な
く
し
て
は
こ

…
の
社
会
に
進
ん
で
行
く
こ
と
婆
き

ま
せ
ん
。
　
一
日
一
日
を
有
効
に
使

い
、
こ
つ
こ
つ
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
築
い
て
行
く
私
た

ち
で
す
。
大
き
な
希
望
を
持
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を

｝
続
け
て
行
き
ま
し
ょ
う
。


